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提案理由 

ひとり親家庭支援給付金の対象世帯拡大を行うよう強く求める。 

これが、本案を提出する理由である。 



ひとり親家庭支援給付金の対象世帯拡大を求める決議 

 

新型コロナウイルス感染拡大に伴う本市の独自支援策として「ひとり親家庭

支援給付金」が創設されたが、この給付金は、児童扶養手当受給資格者であっ

ても支給対象者でなければ３万円の支給を受けることができない。 

本市のひとり親家庭は１,２００世帯、今回の支給対象は１,０００世帯であ

り、支給対象外の２００世帯は、家庭の収入が限度額（扶養１人所得２７４万

円）以上の収入の世帯と児童扶養手当額（５１万７,９２０円）以上の公的年

金受給者である。 

しかし、国はこのような公的年金受給者、特に障害基礎年金受給者への不公

平感を是正しようと、来年度から受給資格者に加えることを決めた。 

さらに、第２次補正予算でも、児童扶養手当に関わる支給制限限度額を下回

る公的年金受給者で、これまで児童扶養手当の支給を受けていない世帯に対し

ても５万円支給を打ち出している。 

よって、本市において、国の見直しを受けてひとり親家庭支援給付金の対象

世帯拡大を行うよう強く求めるものである。 

以上、決議する。 
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